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町
民
第
一
ブ
ー
ル
が
出
来
ま
し
た

…
…
利
用
は
七
月
二
十
三
日
か
ら
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か
ね
て
か
ら
必
要
を
強
く
唱
れ
、
そ

の
建
設
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
、

各
方
面
か
ら
希
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
松

代
町
の
町
営
プ
ー
ル
が
、
こ
の
程
大
字

松
代
の
善
宗
塚
の
高
台
に
完
成
し
、
そ

の
名
も
『
松
代
町
民
第
一
プ
ー
ル
』
と

決
定
し
、
七
月
二
十
三
日
よ
り
利
用
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ー
ル
の
建
設
経
過
は
、
昨
年

度
議
会
の
議
決
を
み
、
十
月
に
用
地
買

収
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
設
計
を
安
塚
町

の
増
田
設
計
事
務
所
に
委
託
。
本
年
度

予
算
議
会
に
お
い
て
建
設
費
の
議
決
を

み
た
も
の
で
す
。

　
入
札
は
四
月
八
日
、
五
社
の
指
名
競

争
人
札
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が

　
　
　
　
　
ゆ

そ
の
結
果
、
直
江
津
市
の
望
月
建
設
眠

に
落
札
。
た
だ
ち
に
四
月
二
十
目
着
丁

さ
れ
ま
し
た
。

　
比
較
的
天
候
に
恵
れ
順
調
に
進
ん
だ

工
事
は
予
定
さ
れ
た
期
日
に
終
り
、
七

月
十
八
日
竣
工
式
を
む
か
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
工
事
費
は
プ
ー
ル
本
体

が
一
三
〇
〇
万
円
、
ろ
過
装
置
六
十
六

万
円
と
な
り
、
立
派
な
も
の
で
す
。

　
係
で
は
早
速
そ
の
使
用
計
画
を
た
て

七
月
二
十
三
日
よ
り
利
用
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
尚
プ
：
ル
の
竣
工
を
祝
し
、
七
月
十

九
日
、
二
十
日
、
二
十
一
日
の
三
日
間

は
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
半
ま
で
無

料
一
般
公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
多
数
の
者
の
来
泳
を
お
待
ち
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
小
学
校
児

童
は
、
ジ
ユ
ニ
ア
・
ブ
ー
ル
で
泳
い
で

も
ぢ
い
馴
q
一
、
般
ブ
ー
ル
に
は
入
れ

ま
せ
ん
。
学
校
で
も
注
意
し
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
水
泳
に
は
必
ず
保
護
者
か

指
導
者
が
引
率
し
て
く
る
様
に
し
て
下

さ
い
。

▲
プ
ー
ル
の
使
用
の
お
も
な
る

　
決
り
は
次
の
通
リ
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
三
日
よ
り
）

◎
開
設
時
間

　
九
、
8
時
～
＝
、
O
O
時
　
　
第
一
回
目

　
三
、
8
時
～
丙
、
8
時
　
　
第
二
回
目

　
茜
、
三
〇
分
～
宍
、
8
時
　
　
第
三
回
目

　
一
七
、
8
時
～
一
九
、
8
時
　
　
第
四
回
目

　
（
但
し
第
四
回
目
に
つ
い
て
は
毎
週

　
火
・
木
・
土
・
日
の
み
開
設
で
中
学

　
校
以
下
の
児
童
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

◎
町
立
の
学
校
が
指
導
計
画
に
よ
る
使

　
用
及
び
一
般
か
団
体
で
（
団
体
と
は
『

　
三
十
名
以
上
を
い
う
）
使
用
す
る
と

　
き
は
プ
ー
ル
使
用
許
河
申
請
書
を
一

　
週
間
前
に
教
育
委
員
会
に
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。

◎
入
場
料
は
一
回
（
決
め
ら
れ
た
時
間

　
帯
）
大
人
三
〇
円
。
小
人
二
十
円
で

　
す
。
学
校
の
指
導
計
画
に
よ
る
場
合

　
は
、
申
請
書
に
よ
り
許
可
に
な
り
ま

　
す
と
無
料
に
な
り
ま
す
）

◎
使
用
は
定
め
ら
れ
た
時
間
の
中
で
行

　
い
ま
す
の
で
、
途
中
で
入
ら
れ
て
も

　
そ
の
時
間
が
来
た
ら
出
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
　
（
但
し
学
校
教
育
計
画
の
場

　
合
は
特
別
で
す
）

◎
体
の
具
合
の
悪
い
人
は
水
泳
で
き
ま

　
せ
ん
。
特
に
病
後
経
過
の
短
時
日
の

　
人
。
神
経
や
連
動
障
害
の
あ
る
人
。

　
発
熱
し
て
い
る
人
。
下
痢
の
人
。
外

　
傷
の
は
な
は
だ
し
い
人
。
傷
口
の
化

　
膿
し
て
い
る
人
。
心
臓
病
、
高
血
圧

　
強
度
の
貧
皿
症
の
人
。
呼
吸
器
疾
患

の
あ
る
人
。
結
膜
炎
、
ト
ラ
コ
ー
マ

中
耳
炎
な
ど
の
人
。
鼻
の
病
気
の
人

獅
気
や
て
ん
か
ん
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

の
強
い
人
。
伝
染
性
疾
患
の
あ
る
人

は
水
泳
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
医
師
の

健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
て
か
ら
、
水

泳
を
さ
れ
る
様
お
願
い
し
ま
す
。

▲
町
民
プ
ー
ル
使
用
者
の
心
得

①

順
序
は
次
の
図
の
通
り
で
す
の
で

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
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看
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面
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続
く
）



⑤　④③　②⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑬⑯⑮⑭
窓
口
で
使
用
料
金
を
支
払
い
、
受

領
書
は
す
ぐ
く
ず
か
ご
に
捨
て
る

貴
重
品
は
も
っ
て
こ
な
い
。

は
き
物
を
脱
ぎ
、
足
ふ
き
マ
ッ
ト

で
足
の
砂
な
ど
を
よ
く
ぬ
ぐ
っ
て

は
き
物
は
下
駄
箱
へ
、
脱
い
だ
着

物
は
風
呂
敷
に
一
括
し
て
更
衣
箱

に
い
れ
る
◎

鼻
を
よ
く
か
み
、
便
所
へ
行
く
。

シ
ヤ
ワ
：
に
は
全
身
を
よ
く
洗
う

よ
う
に
。

洗
体
槽
に
全
身
を
よ
ぐ
ひ
た
す
σ
L

更
衣
室
や
便
所
、
シ
ヤ
ワ
ー
は
い

つ
も
清
潔
で
あ
る
よ
う
心
が
け
る

土
足
で
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
上
っ
た

り
、
素
足
で
土
の
上
へ
出
な
い
。

指
定
さ
れ
た
水
泳
器
具
以
外
は
ブ

ー
ル
に
持
ち
込
ま
な
い
。

常
時
着
用
の
肌
着
、
下
ば
き
で
水

泳
を
し
な
い
。
清
潔
な
水
泳
着
で

泳
ぐ
。

女
子
は
水
泳
帽
を
用
意
す
る
か
、

髪
の
手
入
れ
を
よ
く
し
て
、
き
ち

ん
と
結
ん
で
お
く
。

タ
オ
ル
や
パ
ス
タ
オ
ル
を
必
ず
持

っ
て
く
る
。

た
ば
こ
は
管
理
室
以
外
で
は
絶
対

す
わ
な
い
。

　
　
　
　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
必
ず
準
備
体
操

　
　
を
十
分
に
す
る
。

⑰
　
で

き
る
限
り
仲
間
を
組
む
。

⑱
　
耳
の
悪
い
者
、
耳
に
水
の
入
り
易

　
　
い
人
は
、
耳
に
水
の
入
ら
な
い
様

　
　
特
に
注
意
し
て
入
る
こ
と
。

◎
必
ず
管
理
者
及
び
責
任
者
の

　
　
注
意
や
指
示
に
従
う
こ
と

⑲
　
手
、
足
、
顔
、
頭
な
ど
心
臓
に
離

　
　
れ
た
部
分
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
ぬ
ら

　
　
し
て
か
ら
水
に
入
る
。

⑳
　
笛
、
鈴
な
ど
の
合
図
が
あ
っ
た
ら

　
　
ど
ん
な
時
で
も
指
導
者
や
管
理
者

　
　
に
注
目
し
、
注
意
を
き
く
こ
と
。

⑳
　
お
互
い
の
迷
惑
で
す
か
ら
、
悪
ふ

　
　
ざ
け
を
し
な
い
よ
う
。
　
（
お
ぽ
れ

　
　
た
ま
ね
、
大
声
を
出
す
、
う
づ
め

　
　
合
い
等
）

◎
プ
ー
ル
の
中
で
小
便
、
つ
ば

　
　
鼻
を
か
む
等
は
厳
禁
で
す
か

　
　
ら
絶
対
に
な
い
様
に

⑫
　
プ
ー
ル
の
中
に
は
タ
オ
ル
等
は
持

　
　
ち
こ
ま
な
い
。

⑱
　
途
中
で
便
所
へ
行
く
と
き
も
、
用

　
　
便
後
、
必
ず
洗
体
そ
う
を
通
っ
て

　
　
帰
る
こ
と
。

⑳
　
医
師
の
条
件
付
き
で
水
泳
す
る
者

　
　
は
そ
の
条
件
を
心
ず
守
る
。

⑳
　
水
泳
後
は
、
点
呼
を
受
け
、
洗
眼

　
　
所
で
眼
を
よ
く
洗
い
、
う
が
い
し

　
　
耳
の
水
を
よ
く
と
り
、
シ
ャ
ワ
1

　
　
で
体
を
洗
っ
て
か
ら
整
理
体
操
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。

●
　
尚
万
一
事
故
者
を
発
見
し
た
場
合

　
は
で
き
る
だ
け
早
く
次
の
処
置
を
と

　
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
事
故
者
を
プ
ー
ル
か
ら
あ
げ
、
管

　
　
理
室
に
運
び
応
急
手
当
を
す
る
こ

　
　
と
o

　
・
医
療
機
関
へ
連
絡
し
、
医
師
の
指

　
　
示
に
従
っ
て
応
急
手
当
を
す
る
こ

　
　
と
o

　
。
教
育
委
員
会
、
松
代
町
幹
部
派
出

　
　
所
（
警
察
）
、
学
校
、
家
庭
へ
連

　
　
絡
す
る
こ
と
。

●
　
プ
ー
ル
に
来
る
時
に
は
、
な
る
べ

　
く
歩
い
て
く
だ
さ
い
。
自
転
車
な
ど

　
で
す
と
交
通
事
故
が
お
こ
り
や
す
い

　
と
思
い
ま
す
。

●
　
夏
休
み
中
の
子
ど
も
さ
ん
の
水
泳

　
は
、
子
ど
も
さ
ん
だ
け
で
二
、
三
名

　
位
づ
つ
来
る
こ
と
は
、
万
一
の
場
合

　
も
あ
り
ま
す
か
ら
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
必
ず
保
護
者
か
指
導
者
に
つ
い
て
来

　
て
も
ら
う
よ
う
に
。
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